
 
 
 

「アジア青年の家」ウエブサイトの開設について 
 
                          平成20年7月25日 

                               内閣府沖縄担当部局 
 
本年８月に実施されます「アジア青年の家」のウエブサイトを開設しました。このウエ

ブサイトでは、プログラムスケジュールや講師の先生方からのメッセージ等を掲載してい

ます。今後、プログラムの実施と併行して、随時、活動内容の紹介や講義の動画配信等を

配信していきます。１年目である今年は、「環境」をテーマとし、地球温暖化、サンゴの生

態系、企業の先進的な取組などを取り上げ、一流の先生方による講義も盛りだくさんとな

っています。参加者は75名となっていますが、ウエブサイトを通じて、中高生の皆さんが

参加者と同様の体験をし、環境問題や科学技術への関心・理解が高まることを期待してい

ます。 
 
〔ＨＰアドレス〕 
  http://ayepo.go.jp/ 

 

〔主な掲載内容〕 
  岸田大臣からのメッセージ 
  講師からのメッセージ 

野口健氏（開会式での基調講演を予定） 
    枝廣淳子氏（環境問題の概略に関する講義を予定） 
    江守正多氏（環境問題の概略に関する講義を予定） 
    毛利衛氏（科学技術の素晴しさに関する講義を予定） 
    有馬朗人氏（閉会式でのスピーチを予定） 
  プログラム紹介 
   各種体験学習（ハーリー競漕、自然散策、ビーチクリーンアップ活動など） 
   環境の取組みについて企業の担当者によるプレゼンテーション 
   （シャープ、新日本石油、帝人、トヨタ自動車、富士ゼロックス） 
   科学者シンポジウム 
 
〔記者レク〕 
  平成２０年７月２５日（金）      
  中央合同庁舎４号館１０階１０４６室 １７：００ 
   （１７：００頃、ホームページは公開されます。） 
 
（参考）「アジア青年の家」について 

沖縄、本土及びアジア諸国の青少年が沖縄に一堂に会し、３週間程度の期間、共同で

生活、学習することを通じて、将来イノベーションを起こす人材を育成する事業。本年

が第一回目の開催となる。本年は、沖縄、本土及びアジア諸国から計 75 名の高校生が

参加予定。 
 

 問合せ先： 
○ 内閣府政策統括官（沖縄政策担当）付 

   「アジア青年の家」推進室  植草、村上 
     Tel：０３－３５８１－０９９３ 
     Fax：０３－３５８１－９７１９ 

永田クラブ、経済研究会、 

文部科学記者会、科学記者会へ貼り出し 



 

内閣府では、今年の夏休み期間中、沖縄、本土及びアジア 諸

国の青少年の皆さんが沖縄の地に一堂に会し、３週間程度の

期間、様々な体験を通じて、主体的に活発な議論を経ることに

より、将来イノベーションを起こす人材を育成する「アジア青年

の家」の活動を行います。

（※プログラム概要はこちらから）

※プログラムが開催されている地域は赤色で表示されます。

※地図中の開催地域をクリックいただくと、その地で開催され

る各プログラムの詳細をご覧いただけます。

 

・アジア青年の家ウェブサイトを立ち上げました。

　(平成２０年７月２５日）

 

 日本が国際社会の一員として活躍し、役

割を果たそうとする中において、活力に満

ち、豊かさを実現するためには、新たな価

値を生み出し、社会的に大きな変化を起こ

すこと、すなわちイノべーションの推進が必

要です。

〔続きを読む〕

 

 「今、ヒマラヤ地域では急激に氷河が溶

け、至る所で氷河湖といわれる大きな湖が

形成されています。この大きな氷河湖が決

壊すると数万人単位で被害を及ぼすと言

われています。また、氷河の減少は砂漠

化を引き起こし、紛争などを巻き起こす危

険性があるのです。 〔続きを読む〕

　野口　健（のぐち　けん）

●講師からのメッセージの一覧はこちらから

　

平成２０年６月１６日、本年８月に沖縄で開催される「アジア青年の家」に参加する
中高生のうち、５名が、沖縄を訪問した岸田沖縄担当及び科学技術政策担当大臣
を表敬しました。
(詳細はこちら)
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政府の沖縄政策＞アジア青年の家トップ＞活動プログラム

活動プログラム

アジア青年の家の活動プログラムです。

第１ステージ（糸満市）　８月　６日～１０日：概況を学ぶ

第２ステージ（渡嘉敷島）８月１１日～１５日：自然環境を体験する

第３ステージ（名護市）　８月１６日～２１日：環境と科学技術

ホームステイ（伊江島）　８月２１日～２３日

第４ステージ（糸満市）　８月２４日～２７日：成果構築

８月６日～１０日：概況を学ぶ

8月6日 7日 8日 9日 10日

　 沖縄の概況について
　〈講師〉
亀島靖氏

・環境の概略に関する講
義
　〈講師〉
枝廣淳子氏

江守正多氏

環境関係番組視聴 フリータイム

開会式（宜野湾市）
　〈次第〉
・主催者挨拶
・沖縄県挨拶
・参加者宣言
・記念講演講師：
野口健氏

県内視察
　〈訪問先〉
・県立博物館・美術

　館

・首里城

県内視察
　〈訪問先〉
南都ワールド

平和の礎

平和祈念資料館

沖縄プログラム
（ハーリー競漕）

フリータイム

　 　 グループディスカッション グループディスカッション 　

レセプション 　 　 沖縄県有識者とのゆんた
く会

各国の文化発表
　〈発表国〉
オーストラリア、

カンボジア

▲ページTOP　　

８月１１日～１５日：自然環境を体験する

8月11日 12日 13日 14日 15日

（渡嘉敷島へ移動） 海の生物についての講義
（うみまーる企画）

自然散策 サンゴ礁についての講義
　〈講師〉
金城浩二氏

スポーツ交流

歓迎イベント 体験学習
シュノーケリングツアー

海浜清掃活動

漂着ごみ実態調査
（沖縄ホールアース研究
所）

サンゴ礁について
（阿嘉島臨海研究所）
　〈講師〉
谷口洋基氏

（名護市へ移動）

　 　 グループディスカッション グループディスカッション 　

文化発表
　〈発表国〉
中国、

インド

各国の文化発表
　〈発表国〉
インドネシア、

日本

　 　 各国の文化発表
　〈発表国〉
韓国

マレーシア

▲ページTOP　　

８月１６日～２１日：環境と科学技術



8月16日 17日 18日 19日 20日 21日

フリータイム 模擬国連 ローテーションプログ
ラム
　〈訪問先〉
・沖縄高専

・海洋研究開発機構

・沖縄科学技術研究

基盤整備機構

科学技術の素晴らし
さについて
　〈講師〉
毛利衛氏

企業における環境へ
の取組
　〈協力企業〉
SHARP

新日本石油

帝人

トヨタ自動車

富士ゼロックス

県内視察
　〈訪問先〉
・美ら海水族館

・海洋博記念公園グループディスカッ
ション

沖縄伝統文化体験

グループ中間報告 　 グループディスカッ
ション

グループディスカッ
ション

グループディスカッ
ション

（伊江島へ移動）

沖縄県有識者とのゆ
んたく会

各国の文化発表
　〈発表国〉
フィリピン、

シンガポール

各国の文化発表
　〈発表国〉
タイ、

ベトナム

各国の文化発表
　〈発表国〉
ブルネイ、

ラオス

　 　

▲ページTOP　　

８月２１日～２３日

8月21日 22日 23日

ホームステイ ホームステイ ホームステイ
（糸満市へ移動）

グループディスカッション

各国の文化発表
　〈発表国〉                                           
ニュージーランド

▲ページTOP　　

８月２４日～２７日：成果構築

8月24日 25日 26日 27日

宮古総合実業高校の取組紹
介、交流

グループディスカッション 発表リハーサル 閉会式（名護市）
・成果発表
・参加者へのメッセージ
　発表者：有馬朗人氏
・アトラクション

科学者シンポジウム（宜野湾市）
　〈パネリスト〉
　黒川清氏

　大隅典子氏

　石渡多賀男氏

　土屋誠氏
　〈コーディネーター〉
　塩満典子氏

昭和薬科大学附属高校とのディ
スカッション

グループディスカッション レセプション

グループディスカッション グループディスカッション フェアウェルパーティー 　

▲ページTOP　　
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